第６回　パーソナルアシスタンス☆フォーラムhttp://www.eft.gr.jp/pa-forum/
福祉計画・支給決定基準・地域生活支援事業

～障害者自立支援法・区市町村での取り組みのための学習会～
	６月２６日の担当課長会議を終えて、区市町村における３年先まで含めた障害福祉計画の策定、市区町村ごとの支給決定基準作り、移動支援を含む地域生活支援事業の枠組み作りが本格化しています。ひとりひとりの認定審査と支給決定対策と並行して、予算の大枠や支給決定の基準、そして移動支援等のあり方等を、真に地域で自立生活可能なものとしていくための、自治体への働きかけを怠るわけにはいきません。

決まってしまってからではもう遅い？！障害福祉計画・支給決定基準・地域生活支援事業の勘どころを押さえ、障害当事者が真の地域自立生活を可能とするための区市町村への働きかけと連携が求められています。

そこで今回は、最初に、自治体障害福祉課の第一線で奮闘している心ある行政職から、「計画・基準・事業」のリアルタイムの進行状況を伺います。そのうえで、影響を直接うける障害当事者や居宅介護事業所関係者・支援者ともに、“がっつり”とその「傾向と対策」を議論するつもりです。

地域での自立生活の継続を求めるパーソナルアシスタンスの利用者のみなさん、支援者・行政職のみなさん。障害の種別・立場をこえた真の「連携」のために、ご参集をお願いします。
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日　時：　２００６年７月２９日（土）　　　　　（開場１３時）午後１３時３０分～１６時３０分
場　所：　南町スポーツ・文化交流センター「きらっと」        　　　　　参加費：  ５００円
（西武新宿線田無駅南口徒歩５分：東京都西東京市南町5-6-5　電話042-451-0555）
講　　演：「基礎自治体における障害福祉計画・支給決定基準・地域生活支援事業の進捗状況と課題」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ＮＰＯ法人宝島　　又　村 あおい さん　（神奈川県平塚市役所勤務）　　　　　　　　　　　　　　　　
徹底討論：「自立生活に必要な計画・基準・事業を地域で勝ち取るための傾向と対策」


小田島　 栄一 さん　（ピープルファースト東久留米）

末　永     弘 さん　（自立生活センター グッドライフ）

山　本     創 さん　（難病をもつ人の地域自立生活を確立する会）

又　村 あおい さん　（ＮＰＯ法人宝島・平塚市役所勤務）　　
コーディネーター：岡部 耕典 さん（リソースセンター いなっふ）

お名前　　　　　　　　　　　　　・所属　　　　　　　　　　　　　　　　　　介助者（支援者）あり・なし
お申し込みは、FAX：０４２―４６９－９２９９かmail：0938633101@jcom.home.ne.jp　までどうぞ！

『パーソナルアシスタンス』とは？

人の顔や体の特徴は一人ひとりちがいます。当然それぞれの生活形態も違います。障害者も、一人ひとり障害の種類や程度が違います。同じ障害であってもその特性によっては、ニーズも違うし介護の内容も違います。そのような個々（パーソナル）のニーズにこたえ、それぞれの生活を支える介護（アシスタンス）です。

パーソナルアシスタンス☆フォーラム実行委員会

自立生活企画・自立生活センター グッドライフ・ピープルファースト東京・だれもがともに小平ネットワーク

難病をもつ人の地域自立生活を確立する会・リソースセンター いなっふ

★お問合せは、廣田幸子までどうぞ★

（E-mail: tarohirumabichi@yahoo.co.jp　FAX：０４２―４６９－９２９９　携帯：090－5781－5420）
＊手話通訳等に関してのお問い合わせも承っています＊
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